平成２３年度北海道栄養士会秋期職域別専門研修会
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　　　　行政栄養士研修会報告
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大変遅くなりましたが、平成２３年１０月２１日に開催いたしました行政栄養士研修会についてご報告します。
○日時：平成２３年１０月２１日　９時５０分～１６時３０分
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○場所：北翔大学北方圏学術情報センター　ポルト




報告「東日本大震災における栄養・食支援～災害派遣報告～」


行政派遣（福島県）


　北海道浦河保健所　三浦　恵美子 氏


行政派遣（宮城県）


　北海道保健福祉部健康安全局健康づくりグループ　石川　雅子 氏


栄養士会派遣（宮城県）


　　　北海道栄養士会留萌支部長（道立羽幌病院）　石川　千春 氏





　　３月１１日におこった東日本大震災の被災地派遣の活動状況を３人の方からご報告いただき、短い時間ではありましたが、グループワークで内容理解を深めました。


　被災地の状況としては、地域や派遣時期によっても違いはあるものの、時間が経過してもたんぱく質、カルシウム、ビタミン類の不足があり、疾病を持っている方には深刻な状況であり、限られた食材や設備の中での栄養確保・衛生管理が難しい状況であった事があげられました。


このような中で栄養士として、現状を把握し、命をつなぐ活動から栄養と身体状況を結びつけた活動まで、幅広い活動の報告がありました。今回の派遣では、多くのボランティアの活動があるなかで、多方面との連携で支援にあたりながら、被災者の自立を助ける栄養支援の重要性をお話しいただきました。


今後の私たちの心構えとして、日頃からの研修とともに、


防災計画のなかで栄養確保対策の整備が重要であること


を考える研修となりました。


　











　

















最後に、渡辺会長から、災害派遣栄養支援チーム（仮称D‐DAT）の情報提供があり、震災はいつ起こるかわからないので、日頃からの情報収集が必要であることが確認されました。





今回の研修は、日頃の行政栄養士としての活動を見直し、体制づくりや計画づくりの必要性を感じた研修会となりました。毎日の忙しい業務の中でも、


全体を見渡した視点で活動をしていきたいですね。








事例報告「健康づくりのための食育～行政栄養士（地域保健）による食育の取組～」


報告：旭川市保健所保健指導課栄養係　管理栄養士　竹内　奈保子 氏





　旭川市は食育推進計画を平成１９年３月に策定し栄養改善事業、食生活改善推進事業に加え、食育推進事業を栄養士活動の柱として活動を進めています。新規事業として旭川食育推進会議運営、あさひかわ食育セミナー、食育ボランティア制度をたちあげました。


　旭川市民の健康課題としては朝食の欠食や男性の肥満、若い女性のやせ、野菜摂取があり、その課題に対応した各種事業を展開しています。


　食育出前講座は学校や各団体を中心に、子ども向けのメニューを充実させ、依頼も増加。食育媒体コンクール出展作品を利用して食育媒体の貸し出しなど、食生活改善推進員や企業、団体等、関係機関を巻き込みながら、連携して活動を進めています。


栄養士が中心になりながら、限られた予算の中で効果的に食育を推進する方法を研修することができました。








講演「みんなですすめる食育～行政栄養士（地域保健）が担う食育の役割～」


講師：旭川大学短期大学部生活学科食物栄養専攻　教授　若杉　人美 氏





　食育基本法制定から６年が経過し、第２次食育推進計画も周知から実践へのステージへ入りました。北海道の食育計画は１７９市町村中３１市町村１７．３％（町は１２９町中１３町）※2011.8月現在


の策定率で、内容としても市町村の目指すべき視点で計画も違うものとなるが、食は全てに関わっているので、あらゆる主体が連携して計画づくりや体制づくりをしていくことで、健康づくりをすすめていくことができます。


食育は全てのライフステージでの取り組みがありますが、健康寿命を延ばしていくために、子どもへの食育は重要で、幼いころからの育成＝身についた習慣づけが効果的です。しかし、忙しい家庭環境の中で、家庭での食育が厳しくなってきているため、それを支える行政や企業の支援が必要な時代となっています。


行政で働く私たち栄養士の活動が食育推進には欠かせないものであり、その役割の重要性を再認識した研修でした。








